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和洋女子大学 教職課程認定学部・学科一覧 

 

・人文学部（日本文学文化学科、国際学科、こども発達学科） 

・国際学部（英語コミュニケーション学科） 

・家政学部（服飾造形学科、健康栄養学科、家政福祉学科） 

・人文科学研究科（英語文学専攻、日本文学専攻） 

・総合生活研究科（総合生活専攻） 

 

大学としての全体評価 

令和４年度より、教職課程を設置する大学は、全学的に教職課程を実施する組織体制

を整備すること、教職課程の自己点検評価を行う仕組みを設けて実施すること、及びその

公表が義務化された。和洋女子大学は、1897（明治 30）年に設立された「和洋裁縫女学

院」を母体とする。創設者である堀越千代先生は、「女子教育が近代日本の礎となる」と

いう強い信念のもと、「自営の力の涵養」、「女子の品性の向上」を教育目標に掲げ、日本

をけん引する女性の育成を行ってきた。本学は建学時の精神を尊び、現在も「品性のある

自立した女性の育成」を教育目標としている。和洋女子大学はここに集う全ての者が「自

立」する力を備え、人としての「品性」を備えて行動できるように指導し、多様な社会の

中核となって活躍する女性を育むことを使命としている。また、稗方弘毅先生の指導の

下、1949（昭和 24）年に女子専門学校から和洋女子大学に新制大学として認可された際

の寄附行為には、日本の心をもって新しい学問・技術を学ぶ「和魂洋才」、「明朗和順」と

いう教育目標を長く掲げてきた。この和魂洋才・明朗和順は、今も教員、職員、学生に

脈々と受け継がれ、本学園創設時の「自立」、「品性」とともに今の和洋文化を築く礎とな

っている。そして、このような本学の教育理念を基礎として、100 年以上にわたり教員養

成を本学の教育の柱の一つに掲げ、多くの教員を社会へ輩出してきた伝統を有している。 

今回の教職課程自己点検評価により、特色として教職を目指す学生に寄り添った全学

的な指導を再確認した一方で、課題も見つかった。2016（平成 28）年、教職課程の充実

と質の高い教員養成を目指し、教職課程の拠点として教職教育支援センターを開設した。

教職課程の質保証については、教職課程を開設する各学科の教職：教科科目及び教職：教

職科目の教員で構成する教職教育支援センター委員会において、教員養成に対する理念及
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び認定課程設置の趣旨等を確認、目標と計画を作成し、教員養成に関わる教育の質の向上

の取組について大学・大学院評議会にて点検評価をしている。公立学校教員採用試験に合

格を目標とした教員採用試験対策講座を初年度から体系的に実施し、毎年一定数の公立学

校教員採用試験合格者を出しており、近年では国立・私立学校にも正規教員の採用実績を

伸ばすなど着実にその成果をあげている。今後も、本学が長年にわたり培ってきた教員養

成の教育資源の蓄積を活かしながら、時代に即応した新たな取り組みを積極的に導入し、

教職課程を希望する学生の支援に大学全体で尽力していきたいと考える。 

なお、今回の教職課程自己点検評価報告書は、2022（令和 4）年度に前年 2021（令和

3）年度の教職課程の活動を基に自己点検評価活動を実施し、報告書としてまとめたもの

である。 

 

     和洋女子大学 

                 

学長 岸田 宏司            

 

  



 

4 

 

目次 

 

Ⅰ 教職課程の現況及び特色 ········································· 5 

 

Ⅱ 基準領域ごとの教職課程自己点検評価 ····························· 7 

   

基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な 

取り組み ··········································· 7 

   

基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 ····················· 16 

   

基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム ························· 27 

 

Ⅲ 総合評価 ······················································· 36 

 

Ⅳ 「教職課程自己点検評価報告書」作成プロセス ····················· 39 

 

Ⅴ 現況基礎データ一覧 ············································· 47 

 



和洋女子大学 

5 

 

Ⅰ 教職課程の現況及び特色 

  

１ 現況 

(１) 大学名：和洋女子大学  

(２) 学部名： 人文学部 国際学部 家政学部  

(３) 所在地：所在地：千葉県市川市国府台２－３－１   

(４) 学生数及び教員数  

（令和４年５月１日現在）  

学生数： 人文学部  教職課程履修 390 名／学部全体 1144 名 

     国際学部  教職課程履修 35 名／学部全体 320 名 

     家政学部  教職課程履修 197 名／学部全体 1088 名 

 

教員数： 人文学部 教職課程科目担当（教職・教科とも）29 名（専任教

員 22 名、非常勤講師 7 名）／学部全体 100 名（専任

教員 40 名・非常勤講師 60 名） 

     国際学部 教職課程科目担当（教職・教科とも）15 名（専任教

員 10 名、非常勤講師 5 名）／学部全体 53 名（専任教

員 19 名・非常勤講師 34 名） 

     家政学部 教職課程科目担当（教職・教科とも）14 名（専任教

員 13 名、非常勤講師 1 名）／学部全体 87 名（専任教

員 44 名・非常勤講師 43 名） 

        

 ２ 特色  

本学は、「和洋」という大学名が表すように、日本女性固有の教養と実技を尊重

し、大胆に時代の先端をいく新しい技術・技能を積極的に取り入れる気風と意欲に

満ちた「自立した女性」の育成の中で、教員養成を行ってきた伝統がある。教育理

念である「和魂洋才」・「明朗和順」の精神をもち得た人間性の育成とともに、「洋
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才」に込められた教科のバックボーンとなる様々な学問の知識・技術・技能を身に

つけた教員の養成を目指している。（資料１－１－１：本学の教員養成について） 

 

 現在のグローバル化、情報化、少子・高齢化、絶え間ない技術革新等による予

測困難な時代において、「教員養成のためのポリシー」（以下、CP）を定め、以

下のような「本学が求める教員像」をあげ、それぞれに掲げる資質・能力を育成

している。「本学が求める教員像」は、次の通り。  

①教育に対する熱意と使命感をもつ教員  

児童生徒に対する愛情や教育者としての責任感が強く、子どもへの指導・支援を惜しま

ず、子どもと共に成長しようとすることができる。  

②高い専門性と実践的指導力のある教員  

専門的知識・技術を駆使し、変化に即した判断力をもって、学習指導・学級経営をはじめ

とする校務全体の運営にあたるとともに、絶えずその向上に努力することができる。  

③豊かな人間性と思いやりのある教員  

相手や場面に応じた適切な言動をふまえ、円滑な人間関係が築ける柔軟な発想や思考をも

ち協働してことにあたるとともに、生命あるものを慈しみ畏敬の念をもつことができる。  

④社会人として優れた識見をもつ教員 

幅広い教養を身に付け、社会人として適切な言動をとることができるとともに、高い倫理

観と規範意識をもって職責を果たし、社会に貢献することができる。  

 また、人文・国際・家政学部並び人文科学・総合生活研究科において、中一・

高一種・専修（以下「中専修・高専修」）、栄一種、幼一種が取得できる。CP と

共に、各学科の「ディプロマポリシー」（以下、DP）に基づき、「教職課程」（以

下、教職カリキュラムポリシー）、各学科の「カリキュラムポリシー」（以下、

CP）によって教員養成のカリキュラムが編成され、関係教職員が目的・目標を

共有し、教員養成にあたっている。  
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Ⅱ 基準領域ごとの教職課程自己点検評価  

 

基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み 

 

基準項目１－１ 教職課程教育の目的・目標の共有 

〔現状説明〕 

日本文学文化学科で取得可能な教員免許状は、中一種「国語」、高一種「国語」、

高一種「書道」である。（資料１－１－２：取得可能免許状）なお、中一種「美術」、

高一種「美術」は 2021 年度までの取得可能免許である。  

「国語」では本学の教員養成のためのポリシーを踏まえ、教科のバックボーンと

なる国語に関する様々な学問の知識・技術・技能を確実に身に付けた教員の養成を

目指している。（資料１－１－３：教員養成のためのポリシー）  

「書道」では、日本文学文化学科の DP に「書学・書法の専門的な知識と技能を

備え、書の継承者・指導者となる力を身につけている。」とあるように、書の指導

者への道として、教職課程を履修することを推進しており、学生にはオリエンテー

ション等で周知徹底している。（資料１－１－１：本学の教員養成について、資料

１－１－３：教員養成のためのポリシー） 

「美術」では、教員養成のポリシーとして、理論・実技・デジタルの担当教員が

その教育方針を踏まえつつ、学生が目指す教員像を共有する体制を具体的に周知す

るよう取り組んでいる。（資料１－１－４：和洋女子大学教員養成のためのポリシ

ー） 

英語コミュニケーション学科で、取得可能な教員免許状は中一種「英語」と高一

種「英語」であるが、近年、小学校での外国語教育のニーズがあることも鑑み、準

公的な資格となる「小学校英語指導者資格（J-SHINE）」の取得の推奨・支援も行

っている。 

国際学科国際社会専攻で取得可能な教員免許状は、中一種「社会」・高一種「公
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民」である。学科 DP 及び CP に基づき、国際社会についての広い教養と深い専門

性、語学力を備えた教員の養成を目指し、学科・教職ガイダンスにおいて、教員像

の周知徹底を行っている。  

服飾造形学科で取得可能な教員免許状は、中一種「家庭」、高一種「家庭」であ

る。本学科の教員養成は明治 30 年堀越千代氏が和洋裁縫女学院を設立、同 44 年

高等裁縫養成科を設置するに至り、現在まで多数の教員を輩出する教職課程に引き

継がれている。（資料１－１－１  本学の教員養成について、資料１－１－２：取得

可能免許状、資料１－１－３：教員養成のためのポリシー） 

家政福祉学科で取得可能な免許状は中一種「家庭」、高一種「家庭」である。家

庭科は領域が広く、各領域の専門性が大きく異なるため、本学科には家族関係学、

保育学、被服学、調理学、住居学、社会福祉学を専門とする専任教員がおり、学科

の DP や CP を共有しながら、教職課程専門科目の教育に当たっている。  

こども発達学科で取得可能な免許状は幼一種である。（資料１－１－２：取得可

能な免許状）学科では教員養成のためのポリシーを踏まえ、幼稚園教諭のバックボ

ーンとなる保育・幼児教育に関する様々な学問の知識・技術・技能を確実に身に付

けた教員養成を目指し、学生には、学科の DP・CP を併わせ、オリエンテーション

等で随時周知徹底をしている。（資料１－１－１：本学の教員養成について、資料

１－１－３：教員養成のためのポリシー） 

健康栄養学科で取得可能な免許状は栄一種である。本学科は健康栄養に関する総

合的な知識、技術を習得し、人々の健康や生活の質（QOL）向上のために情熱をも

って対応できる栄養士・管理栄養士を育てることを基礎に置き、「健康・栄養に関

する高度な知識と技術」を持ちえた教員を目指している。  

人文科学研究科で取得可能な免許状は、中専修「英語」・「国語」、高専修「英語」・

「国語」である。本研究科では、広い視野と多面的な視座を持ち、隣接諸科学の成

果をも活用しながら、英語・英文学もしくは日本語・日本文学及びその背景となっ

ている思想・文化等についても深い格式と高度の専門性を身につけるといった DP
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に基づいて専修免許状にふさわしい能力を有した教員の養成に当たっている。  

総合生活研究科で取得可能な免許状は、中専修「家庭」、高専修「家庭」である。

本研究科では、博士前期課程 CP では DP を踏まえ、家政学系の基幹三分野（「栄

養・食品」「生活・福祉」「服飾科学」）及び家庭科教育分野の科目がバランスよく

配分されたカリキュラムで教員養成を行っている。  

〔長所・特色〕 

「国語」では、１年次の教職の基礎科目（資料１－１－５：中学校教諭・高等学

校教諭養成課程の全体像）の履修とともに、「文学セミナー」（計 10 科目。選択必

修）の履修を推奨している。本学の教職課程 CP（中・高）を踏まえながら、国語

科教員にとって重要な、各時代、諸ジャンルの日本文学に関する広く深い知識、作

品を評価する能力と見識を身に付けることができるようカリキュラムを設計して

いる。（資料１－１－４：和洋女子大学教員養成のためのポリシー）  

「書道」は、高一種「書道」の他、中一種「国語」、高一種「国語」の免許を合わ

せて取得するよう推奨している。（資料１－１－２：取得可能免許状） 

「美術」では、中一種「美術」、高一種「美術」取得者を学科付き職員（「美術」

教職免許状取得者）とし、教職課程履修学生が年齢的に近いスタッフと日常的に接

することで、美術科教員という進路への理解を促進できるよう工夫している。  

 英語文化コミュニケーション専攻では、学科の DP 及び CP に基づき英語教育に

必要な言語学・英米文学・英語圏文化の知識をバランスよく修得できるような教育

課程編成を行っている。また教職に特化した学科独自科目「英語教員養成(中・高)」

開設をしている。一例を挙げれば、学科独自の開設科目である「英語教員養成(中・

高)」である。 

英語コミュニケーション学科では、学科 DP と教員養成のためのポリシーに基づ

き、ネイティブ教員による実践的な英語の授業を経験し、将来学校現場で必要とな

る ALT との授業にも対応できるようにしている。また社会で役立つ英語力を獲得

するための少人数演習科目群を通して、日常生活で使える英語の基礎を学んでいる。 
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服飾造形学科では中一種「家庭」・高一種「家庭」を有する教員が教科に関する

専門科目（教職関連科目）を担当しており、中学校・高校の家庭科の授業や教育実

習を意識した授業を展開している。文化祭や卒業制作ショー等の学科イベント企画

運営することで将来学校行事を運営するための基盤を学んでいる。  

 家政福祉学科では教職課程専門科目は、家庭科教員養成クラス (T クラス)と、教

員を目指さない学生のクラス(S クラス)に分けて開講し、T クラス担当教員は教職

課程専門科目の担当であるという自覚をもって授業に臨んでいる。T クラス担当教

員は最新の中学校「技術・家庭(家庭分野)」および高等学校「家庭総合」の教科書

を使用し、現在求められている中学校・高等学校での家庭科教員の知識と技能・技

術について、各専門領域の取扱いを理解した上で、家庭科教員に必要な視点を取り

入れた授業を展開している。  

 こども発達学科では１年次の基礎ゼミ、こども発達学セミナー等の科目や学科作

成の履修カルテを通じて４年間の学びの全体像を把握する取り組みを実施してい

る。アドバイザーが、学期ごとに学生一人ひとりの学習状況を確認し、学科で共有

している。また教育実習・保育実習の全体像や実習内容を学科作成の「実習の手引」

によって、明確化し、学生の成果を「実習カルテ」によって可視化している。  

健康栄養学科では、国公立学校の栄養教諭として実務経験のある教員が、3 年次

から「栄養に係る教育に関する科目」を担当し、指導案の検討から教材作成、模擬

授業へ展開させることで、育成している。  

教育実習終了後１年生から３年生に向けた報告会を実施し、意見交換やワークショ

ップを実施することで栄養教諭の役割・理解、専門知識、実践的指導力、コミュニ

ケーション能力などの総合力を育てている。  

 人文科学研究科では各研究分野を専門とする専任教員がいるため、大学院生の希

望に即したテーマの指導及びさまざまな教員から多様な研究へのアプローチ方法

を学ぶことが可能となる。また修士論文発表会を英語文学専攻と日本文学専攻が合

同で開催し、教職に必要な専門の知識・技能のみならず多様な視点や方法を学ぶこ
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とができる。英語文学専攻は、教員採用試験に際して各県市から学校推薦の指定を

受けていると共に、同専攻には現職教員や児童英語教育に携わる社会人が就学して

いるため、学部生に対し模擬授業を実演・指導する縦のつながりもある。  

総合生活研究科は、家庭科で扱う多分野を網羅する充実した教員組織を持ち、中

専修「家庭」、高専修「家庭」取得のためのほぼ全ての設定科目を専任教員が担当

している。科目は「総合生活概論」を含め、生活科学分野（健康と栄養）12 科目、

生活科学分野（家庭科教育）14 科目から 24 単位を選択必修とする多彩なカリキュ

ラムとなっている。千葉県において、中専修「家庭」・高専修「家庭」の取得率は

低く、本学総合生活研究科は、首都圏および千葉県内で家庭科教員が専修免許状を

取得する主要な教育機関としての役割を担っている。  

〔取り組み上の課題〕 

日本文学文化学科では、中一種「国語」・高一種「国語」と高一種「書道」の免

許状を併せて取得することを推奨していることから、近年多くの学生が教職課程を

履修している。履修科目が増加していくため、学生の情報共有や学科の教員が連携

して対応を行う必要がある。また、教職教育支援センターと連携した学生指導及び

支援に取り組む必要がある。  

「書道」では、中学校国語の書写指導において、充実した教育とは言えない現状

に鑑み、本学科の教職課程を履修する学生が担う役割は大きい。その現状を把握し、

「書道」ができる中一種「国語」の教員養成に尽力し、現状の改善に努力しなけれ

ばならない。  

「美術」では、４年生が中一種「美術」、高一種「美術」を取得できる最後の学

年であるため、学科教員及び教職教育支援センターが連携を密にして免許取得まで

の支援を行った。免許取得の５名中２名は美術科教員として教壇に立っている。  

 英語コミュニケーション学科では、学科の特性上、海外留学を希望する学生が多

い。英語科教員を目指す学生が、海外留学を切望しても、教職科目を４年間で履修

しなければならず、長期の留学が困難となっている。教職科目であっても、オンデ
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マンド形式やハイフレックス形式によって海外で科目を履修できるような柔軟性

が求められる。  

 服飾造形学科で家庭科教員を目指す学生は、高等学校の家政系学科卒業生も一定

数いるが、普通科出身者がほとんどで、そのため、高等学校で家庭基礎を 1 年間履

修しただけの学生が多く、大学入学時に家庭科の知識と技能・技術が十分でないの

が現状である。学生が家庭科教員への意欲を有していても、高等学校『家庭総合』

や家庭科専科教員として専門的な知識や技能・技術を身に付けるには、現在のカリ

キュラムでは十分と言えない。家庭科の教員は各校 1 人で担当する場合も多く、即

戦力が求められる場合もあり、与えられた状況に対応できる技能を身につけさせる

ことが課題である。 

 家政福祉学科では近年、約 15 名の卒業生が家庭科教員となっているが、これら

の卒業生たちの家庭科全領域における知識と技能・技術は、即戦力として勤務する

には十分であるとは言えず、今後も全領域の知識と技能・技術を身に付けさせるた

めの、さらなる努力が必要である。そこで、各領域の専門科目担当教員と教育論お

よび教育法の担当教員の連携をより密にしていく必要がある。  

こども発達学科では、幼一種に加え、保育士資格も取得可能な教育課程が編成さ

れており、ほとんどの学生が両資格・免許を取得している。教職課程に係る科目と

保育士養成に係る科目の整合性を踏まえて、学科の全課程シークエンスをより効果

的なものとすることが望まれる。そのために科目担当教員間の連携や学生の学修状

況の共有により、効果的な専門職養成を行っている。  

実習指導においては、教育実習・保育実習での実習間連携や専門科目との連続性な

どについてさらなる改善や教職教育支援センターとの連携した指導及び支援につ

いても取り組む必要がある。  

健康栄養学科で栄養教諭を目指す学生は、管理栄養士専攻である学科の特質によ

り専門性の高い学修が必要となるため、教職課程を履修する学生には学修時間の確

保だけではなく、強固な志も必要になる。より丁寧な学生へのフォローが課題であ
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る。 

人文科学研究科では、教職が大学院生にとっての重要な進路の一つであることを

再認識し、英語文学専攻と日本文学専攻の二専攻が教員養成について意見交換をす

る必要がある。また、教職希望とそうでない学生がいる現状を把握しながら、各講

義の構成及び講義間の連携をどのように図っていくかに課題がある。  

総合生活研究科では、家庭科教育研究所の立ち上げに当たって、専修免許状取得

のための大学院組織の検討を 2020・2021 年の研究科 FD で行ってきた。現役の家

庭科教員の専門教育を総合生活研究科が担う有意性や、実際の教員歴のない大学院

生が、専修免許状を取得するに当たっての、実践的教育の在り方について検討した

結果、専修免許取得のための設定科目を 28 科目配置した。今後、専修免許状取得

希望の大学院生の履修状況の調査および、前述の学修効果等の検証により、総合生

活研究科として、教職課程教育の向上を中期計画で進めていくことが課題である。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－１－１：本学の教員養成について   

・資料１－１－２：取得可能免許状  

・資料１－１－３：  教員養成のためのポリシー 

・資料１－１－４：和洋女子大学教員養成のためのポリシー  

・資料１－１－５：中学校教諭・高等学校教諭養成課程の全体像  

 

基準項目１－２ 教職課程に関する組織的工夫  

〔現状説明〕 

本学教職課程は、教職課程認定基準を踏まえた教員の配置をし、研究者教員と

実務家教員及び事務職員との協働体制を構築している。2016（平成 28）年、教

職課程の充実と質の高い教員養成を目指し、教職課程の拠点として教職教育支援

センターを開設した。教職教育支援センターでは、教職課程教員と学科の教職担

当教員、教育支援課職員をメンバーとする同センター委員会を組織し、毎月第 2
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火曜日に会議を開催している。会議では、教職課程に係る事項の審議・報告を行

い、同センターと学科との連携を図る役割を果たすとともに、分担しながら教育

実習の訪問指導などを協働し実施している。（資料１－２－１：教職教育支援セ

ンター規程） 

〔長所・特色〕 

教職教育支援センターでは、学生への教職教育及び支援を行うため、教職サポー

ト室を開設している。教職サポート室では、３名の教育支援課職員が在室し、学生

や学内関係教職員、学外関係機関との対応にあたり、教職科目担当の非常勤講師３

名が相談員として日替わりで学生の相談及び質問等に対応している。学生は、教科

書・教採過去問集・教職関連図書等も閲覧できる。栄養教諭に関しては健康栄養学

科に学外実習室、幼稚園教諭に関しては学科オフィスに併設した実習指導室等にお

いても学生への教育・支援を行っている。  

 また、22 年度から教職ラーニングステーション（LS2）を開設するための準備を

している。LS2 には、中高用の机・椅子を配置し、模擬授業や場面指導の練習に活

用が期待できる。映写対応のホワイドボードを設置し、貸し出し用 PC の投影を可

能とし、ICT を活用した模擬授業の練習に使用する予定である。  

〔取り組み上の課題〕 

 教職課程の質向上のために、教職教育支援センターFD・SD を実施しており、今

年度は ICT 活用「デジタル教科書の現状と課題」をテーマに開催した。ただ、動画

配信のため、実演等の体験ができず、効果は十分なものとはいえなかった。  

また、同センターでは、従前から行っている２年ごとの「目標と計画」2022・2021

を策定し、自己点検評価を実施して、同センター年報第８号で報告している。その

他、教員養成の状況を HP でも情報公開している。（資料１－２－２：教職課程に

おける情報公表、資料１－２－３：2020・2021（令和 2・3）年度教職教育支援セ

ンター「目標と計画」と自己評価） 

 学生による授業評価アンケートを実施しているが、教職関連科目を抽出し、その
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活用の具体的方策の決定や教職課程の学修全体の評価アンケート実施が今後の課

題といえる。  

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－２－１：教職教育支援センター規程 

・資料１－２－２：教職課程における情報公表 

・資料１－２－３：2020・2021（令和 2・3）年度教職教育支援センター「目標と

計画」と自己評価  

 ··········································································································  
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基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 

 

 

基準項目２－１ 教職を担うべき適切な学生の確保・育成 

〔現状説明〕 

日本文学文化学科日本文学専攻では、国語科教員を学生の主な卒業モデルとして

位置付けていることから、本学のオープンキャンパス（以下 OC とする）に教職課

程履修学生を積極的に参加させ、見本となる大学生像をアピールし、国語科教員を

目指す志願者の確保に取り組んでいる。また、教員採用試験受験を早期から認識さ

せることで、着実に採用試験の受験者数を増やしている。（資料２－２－１：2021

一次対策講座（前期）、資料２－２－２：2021 次年度対策講座（後期）、資料２－

２－３：対策講座の主な内容について） 

書道専攻は 1 年次オリエンテーションにて、大学で学び得た書を活かす職業の

一つとして教職課程の履修を説明し、中一種「国語」・高一種「国語」の免許を併

有取得することを強く推奨している。CP 等を踏まえ、円滑に教職課程の履修を開

始できるよう、履修計画のモデルを示し個別相談も行っている。（資料２－１－１：

令和３年版教員のキャリア形成に関するガイダンス（教職への道）、資料２－１－

２：2021(令和３)年度学生数データ、資料２－２－４：令和 3 年度教員免許状一括

申請一覧(令和４年３月卒業者)） 

文化芸術専攻では直近５年で毎年正規教員１名もしくは常勤講師を輩出してい

るように、採用試験対策支援に取り組んでいる。（資料２－２－５：令和３年度教

員就職状況一覧表） 

英語コミュニケーション学科では、OC などで学科説明の際、必ず教職課程の説

明を必須とし、中一種「英語」・高一種「英語」の英語科教員免許状が取得できる

ことを周知している。また、新入生ガイダンスにおいても、教職課程や教職のやり

がいなどについて説明している。その結果、2020 年度入学者は前々年度比 3 倍の

教職課程履修者となり、採用試験合格者にも結び付いている。  
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国際学科では、履修者が少ないため英語コミュニケーション学科の学生と共に模

擬授業の練習等に励んでいる。  

服飾造形学科では取得可能な免許資格として教職課程の履修を強く推奨してお

り、様々な機会で教職課程の資格説明を積極的に行い、家庭科教員を目指す学生の

確保に取り組んでいる。例えば、大学案内に家庭科教諭として活躍している卒業生

を起用したりしている。 

家政福祉学科では、入学前の OC や新入生学科オリエンテーションの免許・資格

ガイダンスにおける教職課程の丁寧な説明を行い、教職に強い希望を持つ学生を対

象とした T クラスを編成し、家庭科教員となるための育成を行っている。また、卒

業後教員となっている先輩方のインタビュー記事をホームページに掲載し、モチベ

ーションを上げるよう努めている。  

健康栄養学科では２年次に教職課程の免許資格登録をしている学生を対象とし

manaba course に学年別の特別コースを設け、教職教育支援センターの教職員と

健康栄養学科教職担当教員が様々な情報発信や相談を行っている。  

こども発達学科では入学志願者、並びに新入生に対し、教職課程の全体像につい

て説明している。OC では望まれる学生像を志願者にアピールし、保育者を目指す

志願者の確保に取り組んでいる。また、入学後から４年次にわたり、学科独自に実

習ガイダンス・実習の体験を伝え合う実習報告会等の様々なキャリア支援を行って

いる。 

人文科学研究科では、各専攻が年２回程度、学部学生を対象にした「大学院人文

科学研究科の説明会」を実施し、教職を目指す学生には、修士課程修了時に所定の

単位を修得すれば専修免許状を取得できること、授業でも教職を視野に入れた内容

や方法を取り入れていることを説明している。実際、日本文学専攻では、在学する

大学院生の大半が教職希望であり、専修免許状を取得し中学校・高等学校の教員に

なるケースが少なくない。  

英語文学専攻では、英語教育に従事しながら本学大学院の科目等履修生となり、
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数年後に修士課程に入学するといったケースも見られ、今後増加する見通しである。

このように、本学人文科学研究科では、教職が重要な進路の一つであるという認識

の下、学部の学生へもそのようなアナウンスに努め、修士課程に入学後の大学院生

には、教職につくことも視野に入れた教育・指導を行っている。  

総合生活研究科では、本学家政学部の在学生全員に対して、「大学院総合生活研

究科の説明パンフレット」を新学期に配布をしている。  

また、上述のパンフレットは総合生活研究科の説明パンフレットは、OC および

大学院 HP に掲示し本学の卒業生や他大学出身者にも広く広報している。  

本学家政学部では、卒業生の現役家庭科教員や家庭科教員経験者の現状把握に努

め、それらの卒業生に対し、総合生活研究科での学びによって、家庭科教員として

の専門知識・技能の向上や、現場での課題や問題解決に繋げられる可能性があるこ

とを伝えている。 

総合生活研究科では、必修科目である「総合生活概論」に加え、「生活文化教育

研究特論Ⅰ」「生活文化教育研究特論Ⅱ」を設け、教職を担う大学院生に対し、よ

り実務的な授業を行い、適切な育成を図っている。 

〔長所・特色〕 

「国語」の教員免許状を取得するにあたって、日本文学専攻には、上代から近現

代までの文学、および日本語学を専門とする専任教員が揃っているため、国語科教

員に必要な知識を網羅的かつ体系的に徹底して学ぶことができる。また、学科開催

の教員採用試験対策講座にも取り組んでおり、教員採用者数も継続して一定数輩出

することができている。（資料２－２－１：2021 一次対策講座（前期）、資料２－

２－２：2021 次年度対策講座（後期）、資料２－２－３：対策講座の主な内容につ

いて、資料２－２－５：令和３年度教員就職状況一覧表） 

「書道」では、芸術科書道以外にも高一種「国語」、中一種「国語」の複数免許

状の取得を目指すことにより、日本文学文化学科ならではの多様な学びを吸収する

ことが可能となる。また、多数の免許状を取得していることは、少子化などの学校
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現場の現状、今後の社会情勢の変化にも対応することが可能となる。（資料２－１

－１：令和３年版教員のキャリア形成に関するガイダンス（教職への道）、資料２

－１－２：2021(令和３)年度学生数データ） 

「美術」では教育養成系大学の実技内容を手本とし、デジタルデザイン・絵画古

典技法・シルクスクリーン・陶芸・彫塑など美術の基本技術を基盤とした演習を行

っている。また、美学・美術史・博物館学など理論的講義とマンガ実技・マンガ学

などのサブカルチャーを含めた多様な講義内容となっている。（資料１－２－４： 

2021 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表） 

 英語コミュニケーション学科では、教員採用試験に現役合格した学生の教職課程

の学びやめざす教員像をホームページで公開し、次年度以降に教員採用試験を受験

する学生や教職課程を学んでいる学生へメッセージを送り、積極的に情報発信をし

ている。 

 服飾造形学科では専門教育科目の卒業要件において専門基礎科目７単位、文化科

目４単位、企画科目６単位、設計・生産科目６単位、材料・加工・整理科目６単位、

流通・消費科目６単位、卒業論文等６単位を必修としている。服飾に関する専門知

識を幅広く履修・修得できるカリキュラムになっており、「被服学」にかかわる科

目をより専門的に学んだ教員の育成に取り組んでいる。また「家庭経営学」を専門

とする専任教員が在籍しており、家庭科の家族・家庭生活領域と消費・環境領域に

かかわる教材研究や指導内容を学ぶことができる。  

 家政福祉学科では、教員志望の T クラスにおいて各教員が教員養成を意識し

た授業を展開することで、学生の士気を高めるとともに、各学年末に GPA などを

基にした教員の適性を判断する個別面談を実施している。近年、家庭科教員となる

学生の増加に繋がっている。  

こども発達学科では、幼一種を取得するにあたって、多くの専門科目が卒業要件

科目と重なっており、幼稚園教諭に必要な知識・技能を網羅的かつ体系的に学ぶこ

とができる。保育者を希望し入学する学生がほとんどであるため、キャリアガイダ
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ンス（就職報告会）を開催し、就職活動や保育者としてのキャリアイメージを 1 年

次から持てるように取り組んでいる。また保育者採用試験対策講座を２年次から受

講できるようにし、公立園を目指す学生用の講座も開設したことで、着実に公務員

採用試験の受験者数を増やしている。４年次には、幼稚園教諭・保育士の実務経験

のある教員が就職対策講座も開催している。（資料：１－２－４： 2021 実務経験

のある教員等による授業科目の一覧表）  

健康栄養学科では１年次の成績により、管理栄養士に栄養教諭の教職課程を付加

する事に悩む学生も少なくないが、学年担任や少人数担当のアドバイザーによって、

個別面談を行いなどきめ細やかな学生のフォローが可能であり、学生が安心して学

びを進める環境が整っている。  

 また、３年次には地域・企業と連携を図った食育プログラムを導入し、希望者に

「食育指導者育成プログラム」への無償参加を実施している。 

人文科学研究科の長所は、豊富な科目設定とほとんどの時代・領域を専任教員が

担当していることである。教員のなかには、中等教育の教科書編纂に携わっている

者や、各種の教材発掘に注力した経験のある者がおり、総じて教職課程に関する関

心が高い。各授業でも、今後ますます必要となる ICT を活用した教育を推進し、

日本文学専攻で、「古典ライブラリー」の支援を受け、その検索システムを活用し

た学習や、英語文学専攻では コーパスなどの利用も盛んに行い、教職に役立つ取

り組みをしている。  

総合生活研究科は総合生活研究科の長所は、家庭科の基盤となる多様な学問領域

の専門家が専任教員として授業を担当していることである。また、「生活文化教育

研究特論Ⅰ」「生活文化教育研究特論Ⅱ」によって中学・高校の家庭科で扱う高度

な知識と技能の育成が、可能となる。 

さらに大学院生は学部の授業のティーチングアシスタント（TA）になることが

可能であり、大学院在籍中に、授業への参加を通じて教育実践を学ぶ事ができる。 

〔取り組み上の課題〕 
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日本文学文化学科では「国語」は、教職課程履修者が増加しているものの、全て

の学生が教育にかかわる職種を希望しているわけではない。そのため、教職への熱

意を持たせる動機づけを行うとともに、教員採用試験支援講座の継続と制度・体制

化が必要である。（資料２－１－２：2021(令和 3)年度学生数データ） 

「書道」ではさらに教員の魅力を学生たちに伝えていくことを引き続き努力して

いきたい。教育委員会を招いての採用試験についての講演会などに積極的に参加さ

せ、教員のキャリア形成に関するガイダンスへの積極的な参加を促している。（資

料２－１－１：令和３年版教員のキャリア形成に関するガイダンス（教職への道）） 

 英語コミュニケーション学科では教職科目の修得に負担感を覚え、あるいは、教

育現場のマイナスの風評に影響され、教職課程を途中で断念する学生が出ている。 

 また、教育実習に参加するものの、教員採用試験は受験しないという学生が増え

ている。 

 入学時のモチベーションを維持し続けるための対策を検討するべき時に来てい

るといえるだろう。  

 服飾造形学科では、高等学校時代に家庭基礎を１年間履修しただけの学生が多く、

十分な知識と技能技術が不足しているのが現状である。そのため、現行カリキュラ

ムの改善や即戦力が求められる状況に対応できる技能を身につけさせる。  

 家政福祉学科では高等学校普通科出身者がほとんどであり、大学入学段階で家庭

科の知識と技能・技術が不十分である。高等学校の家庭総合を担当したり、家庭科

専科教員として教えたりするには現在のカリキュラムでは十分と言えない。  

どのような勤務校であっても即戦力として動けるような能力の育成に取り組ん

でいく必要がある。  

こども発達学科ではほぼ全ての学生が幼稚園教諭一種免許状と保育士資格を習

得し、子どもに関連する職種を希望しているが、保育者の魅力を学生たちに伝えて

いくことに引き続き努力していきたい。卒業生を招いての講演会などに積極的に参

加させ、将来的なキャリアデザインのイメージをより具体的に持てるように指導し
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たい。 

健康栄養学科では３年次終了までに教育実習前提条件をクリアできず、実習へ行

けない学生がいる管理栄養士課程には多くの必修科目があるため、計画的に学修を

しっかり行える学生でないと、教職課程を継続していくのは困難である。１年次か

らの履修指導を徹底していきたい。  

 人文科学研究科では英語文学専攻・日本文学専攻ともに、定員を充足しておらず、

毎年教職に進む大学院生がいるものの高い専門性を持った教員養成を十分に果た

しているとは言い難いことが課題である。各教員も大学院生の意思や希望を尊重し、 

教育や研究指導にあたっているが、FD などを通じ教員集団の共通課題として、教

職を含む進路と大学院教育の関係や大学院生の確保に取り組んでいく。  

総合生活研究科ではこれまで栄養学や食生活系の領域を専門分野として希望す

る大学院生が多く、専修免許取得希望者はごくわずかであった（2002～2017 年在

籍者の内、取得者数３名）。しかし、この５年間で、取得者および取得希望者が倍

となっている。  

今後の課題は、これらの中専修「家庭」・高専修「家庭」取得者が教職に就くた

めのサポート体制と、現役家庭科教員の学び直しを促進する広報の検討課題である。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

資料１－２－４：2021 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表  

資料２－１－１：令和 3 年版教員のキャリア形成に関するガイダンス（教職への

道） 

資料２－１－２：2021(令和 3)年度学生数データ 

資料２－２－１：2021 一次対策講座（前期）  

資料２－２－２：2021 次年度対策講座（後期） 

資料２－２－３：対策講座の主な内容について 

資料２－２－４：令和 3 年度教員免許状一括申請一覧(令和 4 年 3 月卒業者) 

資料２－２－５：令和 3 年度教員就職状況一覧表 
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基準項目２－２ 教職へのキャリア支援  

〔現状説明〕 

和洋女子大学教職課程においては、入学から入学後に至るまでの４年間、長いスパ

ンをかけて、教職へのキャリア支援を行っている。コロナ禍により令和３年度はか

なわなかったが、平時には OC を開催し、「本学が求める教師像」と学年ごとの教

職カリキュラムを示し、在学生による模擬授業や質疑応答などを展開、高校生たち

に対し、教師という仕事の概要やカリキュラムなどを伝え、入学前より教職に向け

ての意識づけを行っている。  

 入学後の本学のキャリア支援はおおまかに次のようである。学年推移に伴い、教

員になるために必要な履修科目や当該学年で習得すべき学修、正課外においても必

要な学びについて、学年ごと、前後期１回ずつ適正な規模でガイダンスを行い、指

導の徹底を図っている。（資料２－１－１：令和３年版教員のキャリア形成に関す

るガイダンス（教職への道）、資料２－１－３：【年報７号】年間活動＆委員会報告、

資料２－１－４：【年報８号】年間活動＆委員会報告、資料２－１－５：第 10 号和

洋女子大学教職課程ニュース、資料２－２－６：第 11 号和洋女子大学教職課程ニ

ュース） 

また、３年次より「教員採用試験対策講座」を行い、１次試験合格者に対しては、

２次試験対策として、公立学校管理職を歴任した講師による、受験先（都道府県）

別の対策講座を実施している。（資料２－２－１：2021 一次対策講座（前期）、資

料２－２－２：2021 次年度対策講座（後期）、資料２－２－３：対策講座の主な内

容について、資料２－２－６：第 11 号和洋女子大学教職課程ニュース、資料２－

２－７：【二次試験対策講座】教育活動計画書） 

  教職のキャリア支援の仕上げとして、卒業後４月から教壇に立つ採用試験合格者

や講師として就任予定の者、あるいは将来教員になる予定がある者を対象に、卒業

間際の２月に、「卒業後教壇に立つ学生のためのプログラム」を実施した。（資料２
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－２－８：教壇に立つ卒業生のための実践プログラム 2020） 

 さらに、教員になりたての卒業生を対象に、交流会を開催し、現場での教育実践

の概況や悩みを交流する場を提供している（資料２－２－９：卒業生教壇に立つ学

生へのメール）。このほか、卒業生に対して、対面・メール・電話等にて教育現場

に関する相談に対応している。  

 上記のキャリア支援を充実させるため、学校管理職を歴任した「相談員」や本学

教職課程教員が、教員としての適性や採用試験などの学生からのさまざまな相談に、

面談を軸として丁寧に対応するためのシステムを設けている。（資料２－２－１０：

面談記録用紙） 

〔長所・特色〕 

本学教職課程のキャリア支援の特徴は、まずは学年進行に伴い、丁寧にきめ細やか

なキャリア支援をしていることである。まだ将来へのビジョンが定まらない１年生

に対しては、教員の仕事の概要について教示する機会を設け、教職の専門性を徐々

に身につけつつある２年生にたいしては、大学で独自に開講する「教職セミナー」

をとおして、教職の実践的な学びを開始する。（資料２－２－１１：令和３年度教

職セミナーの栞）採用試験を１年後にひかえた 3 年生から採用試験への対策を講じ

始め、採用試験を間近に迎えた４年生に対しては、受験する都道府県の特徴に応じ

た対策を講じている。（資料２－２－１：2021 一次対策講座（前期）、資料２－２

－２：2021 次年度対策講座（後期）、資料２－２－３：対策講座の主な内容につい

て、資料２－２－７：【二次試験対策講座】教育活動計画書） 

 二つ目に、学校現場に密着したキャリア支援を行っているという点である。教員

になるとはどういうことか、採用試験の概要、採用試験に向けての対策講座、学生

からのキャリア相談をはじめとした正課外のさまざまな取り組みは、学校で校長な

どの管理職を歴任し、学校現場に精通した教員が担っており、現場で必要かつ即応

的な知識やスキルを醸成する機会を提供している。（資料２－２－６：第 11 号和洋

女子大学教職課程ニュース） ·····································································  
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三つ目に、学士課程（４年次後期の教職実践演習）でキャリア支援を完結させる

わけではなく、「卒業後教壇に立つ学生たちへのプログラム」や卒業後１年目の交

流の機会の設定など、卒業後も学生たちが教師として成長し、相談に乗ることがで

きるような仕組みを整えていることである。（資料２－２－８：教壇に立つ卒業生

のための実践プログラム 2020） 

 こうして、本学教職課程では学年進行に伴いつつも、長いスパンで丁寧かつ現場

に密着したキャリア支援を行っている。教員の仕事の内容や役割・使命などを学生

時代から深く洞察することによって、学校現場で能力を発揮しうる教員に向けての

キャリア形成をしている。その成果が、令和４年度教員採用における合格者数 44

人（公立学校教諭 14 人、講師等 30 人）という結果にあらわれている。（資料２－

２－６：第 11 号和洋女子大学教職課程ニュース）  

〔取り組み上の課題〕 

現状では教員になりたい学生が、すべて教員採用試験に合格するわけではない。合

格者数を増やすことが喫緊の課題である。  

 一方で、合格者数をあげることだけがキャリア支援の第一義的な目的ではない。

採用試験合格後、初任で休職するなどのケースもある。教員とはどのような仕事で

あるか、教員同士の関わり、子どもや保護者との関わりはどのようなものであるか、

自らが教員として働くことを想像できるかどうか、教員としての自覚を育てられる

のかどうか、など、教員になるにあたって考えるべきさまざまなことを、正課内外

で洞察しうるキャリア支援が必要である。  

 教職課程を履修した学生たちの、卒業後のネットワーク作りと永続的なキャリア

支援も課題である。現時点では、卒業して１年目の教師たちに対する交流会を設け

ているが、単発で終了していることから、教職課程を履修して卒業した者を対象と

したネットワークづくりと永続的なキャリア支援にむけての対策が急務である。  

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－１－１：令和３年版教員のキャリア形成に関するガイダンス（教職への
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道） 

・資料２－１－３：【年報７号】年間活動＆委員会報告  

・資料２－１－４：【年報８号】年間活動＆委員会報告  

・資料２－１－５：第 10 号和洋女子大学教職課程ニュース   

・資料２－２－１：2021 一次対策講座（前期）  

・資料２－２－２：2021 次年度対策講座（後期） 

・資料２－２－３：対策講座の主な内容について  

・資料２－２－６：第 11 号和洋女子大学教職課程ニュース  

・資料２－２－７：【二次試験対策講座】教育活動計画書  

・資料２－２－８：卒業生のための教職課程プログラム 2020  

・資料２－２－９：卒業生教壇に立つ学生へのメール  

・資料２－２－１０：面談記録用紙  

・資料２－２－１１：令和３年度教職セミナーの栞 

 ···········································································································  
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基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム 

  

基準項目 ３－１ 教職課程カリキュラムの編成・実施 

 

〔現状説明〕 

日本文学文化学科の「国語」では、２年次に、国語科の教育目的・学習指導要領

といった国語教育の知識と方法について概説する。また学生が国語教材を的確に分

析し、学習指導案を作成して模擬授業を行えるよう取り組んでいる。３年次「国語

科教育法Ⅰ」、「国語科教育法Ⅱ」３年次には、自ら学び問い続けられる国語科教員

を養成するため複数の指導案作成と模擬授業を実施し、教材開発能力と実践的指導

力を身につけるカリキュラムを設けている。（資料３－１－１：国語科教育法Ⅰ、

資料３－１－２：国語科教育法Ⅱ） 

「書道」では、書道を学修するにあたり、書学・書法ともにバランスが取れ、学

習段階に則した体系的なカリキュラム構成となっている。段階的に確実な知識・技

能を身につけることができ、高い専門性と実践力、指導力を有した芸術科書道教員

として必要な能力を網羅的に養うことができるカリキュラムとなっている。（資料

３－１－３：和洋女子大学｜和洋女子大学での学び方、資料１－１－１：本学の教

員養成について、資料１－１－３：教員養成のためのポリシー） 

「美術」では、高い専門性と実践力を有した美術教員の養成に取り組んでおり、

学生がいつでも実技に取り組める環境を用意し、４年次の卒業制作のための個人ス

ペースも確保されている。（資料３－１－３：和洋女子大学｜和洋女子大学での学

び方） 

英語コミュニケーション学科では、教職に関する科目は「中学校教諭・高等学校

教諭養成課程の全体像」と「和洋女子大学教職課程 CP」によって履修の行程が示

され（資料１－１－５：中学校教諭・高等学校教諭養成課程の全体像、資料３－１

－４：教職課程のカリキュラム）、教科に関する専門的事項は「英語学」「英語文学」

「英語コミュニケーション」「異文化理解」に設定された専門科目と英語科指導法

に係る８単位を履修することで無理なく修得できるようになっている。  
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 服飾造形学科では専門教育科目に「教職関連科目」、「家庭科の指導法に関する科

目」８単位がカリキュラムに編成されており、教職課程履修生が２年次から４年次

にかけて、生活に対する問題についての知識と技術によって、生活を改善する思考

力、実践力を有する家庭科教員を養成することに努めている。（資料３－１－５：

家庭科教育論Ⅰ_和洋女子大学シラバス）。  

また本学科では衣服に関する専門知識、技術、感性を総合し、衣生活向上に向けて

応用展開する能力の養成できるカリキュラムを設けている（資料：３－１－６：  

家庭科教育法Ⅱ_和洋女子大学シラバス）。  

 家政福祉学科では、教職課程科目にキャップ制を踏まえた上で卒業までに習得す

べき単位を有効活用し、家政学を体系的に学べるカリキュラム編成になっている。

教職課程の科目は教職履修学生 T クラスとその他の学生が履修する S クラスに分

けて開講しているため、学生は中学校・高等学校の具体的な学習内容や、今日の学

校教育に即した工夫を学びやすくなっている。また実験・実習・演習科目が多数用

意されており、独自科目として「家庭科教育演習」を設定し、今日の学校における

ICT 機器を家庭科の授業で活用できるように指導をおこなっている。  

さらに、家庭科の特徴である生徒自身の家庭生活を学習対象としていることを十分

に生かし、生徒一人ひとりが他人事ではなく自分事として授業に参加するアクティ

ブラーニングとなるような授業を実施する力の育成を目指して指導に取り組んで

いる。 

 こども発達学科では、段階的に確実な知識・技能を身につけることができ、保育

者として必要な能力を網羅的に養い、高い専門性と実践力・指導力を有した保育者

を輩出することができるカリキュラム構成となっている。学生には各学年のはじめ

に履修の方法や要件について説明を行っている。２年次の「幼稚園実習Ⅰの指導」

において幼稚園教諭としての実際や幼稚園の知識、保育の技能について概説し、履

「幼稚園実習Ⅰ」では実際の現場において、幼児教育および幼稚園教諭の態度や援

助を理解し、既習の教科の知識・技能を基礎とし、幼児教育を観察し記述する力、
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保育の一部分を担当する実践力を養う。３年次の「幼稚園実習Ⅱの指導」では、幼

稚園実習Ⅰの学びと課題をもとに、幼稚園実習Ⅱの目標を確認する。幼稚園生活や

子どもの姿を想定した指導計画の準備、教材研究を通して実践力を育む。「幼稚園

実習Ⅱ」では、学級や子どもの実態を把握し、教師の姿から保育内容の構成と具体

的な指導方法を学ぶ。４年次「保育・教職実践演習」では、実習及び専門科目を基

にし、これまでの学修過程や実習体験等を通じて修得した専門知識及び技能、深い

教養や知識を基に、保育・教育にかかわる諸課題について、分析・考察する。 

 健康栄養学科では、本学が求める教員像を踏まえ教職課程（栄養教諭）の CP を

定めている。３年次には「食教育指導法」や「学校栄養教育概論」など４年次での

教育実習を意識した実践的な科目を学ぶ。４年次の「栄養教育実習」は、健康栄養

学科の専門科目「臨地実習Ⅱ」、「臨地実習Ⅲ」とともに実施し、教育現場における

３週間の実習として、理論と実践を統合した学習となる。  

 人文科学研究科では、講義系科目と演習系科目を豊富に用意した、全体のカリキ

ュラムから、教職課程科目としてふさわしいものを選定している。ただし、各科目

の担当者が代わることも多くなり、それが教職課程科目として選定された理由のあ

いまいさにつながりつつある。教職課程カリキュラムの課題を全研究科の教員で共

有し現在見直しを進めている。  

総合生活研究科の教職課程カリキュラムは 2020 年度から教員の補充を行い、そ

れに伴い科目の補強をしてきた。その結果、2022 年度には、中専修「家庭」・高専

修「家庭」取得のために、総合生活研究科で独自に設定する科目は 28 科目となる

が、現在でも家庭科で扱う分野の主軸領域はほぼ網羅していると考えている。  

加えて、大学院生が修士論文を作成するために開講している「総合生活特別研究」

は、毎年の研究計画・研究成果報告を義務付け、修士論文中間発表会および修士論

文発表会によって、論文の指導教員だけでなく総合生活研究科の全教員による研究

指導をうけることができる体制になっている。そのため専門性の高い教員養成につ

ながっていると考える。 
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〔長所・特色〕 

日本文学文化学科の「国語」では、「日本語学」、「漢文学」といった必須科目は

もとより、「民俗学」「有職故実」など国語を教える上で幅広い知識を得られる科目

も設けており、国語全般にかかわる事象を、多角的に読解できる知識と教養を持つ

国語科教員の養成に取り組んでいる。さらに ICT 活用の位置付けや事例を解説し、

GIGA スクール構想の実現に向けた ICT 活用指導力の育成、実践力のある教員の

養成に取り組んでいる。 

「書道」では、社会的に高い評価を受けている教授陣から、高度な知識・技能を

修得することができる。「自己を表現する力」を身につけていくことをねらいとし、

書という学問を軸に「広く深い学び」を展開している。卒論の題目に関連したメイ

ン作品を制作し、その作品を中心とした個展を開催することが書法の集大成として

いる。きめ細やかな行き届いた指導を受けることで、将来書道教員としての指導力

を獲得させている。（資料３－１－３：和洋女子大学｜和洋女子大学での学び方、

資料１－１－１：本学の教員養成について、資料１－１－３：教員養成のためのポ

リシー） 

「美術」では、和洋女子国府台女子中学校高等学校の美術科教員が「美術科教育

論」「美術科教育法」を担当している。そのため、学校現場における課題と共に美

術教育の実践力を身につけることができる。 相談しつつ問題解決に取り組める利

点があり、学生も実践的内容を身近に認知することできる。（資料１－２－４：2021

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表、資料１－２－５：組織図 220401） 

英語コミュニケーション学科では、学科の特性として英語の４技能（「話す」「聞

く」「書く」「読む」）の向上に資する科目が数多く配されている。また、今日の学

校教育で求められている「使える英語」を指導する基盤となる「英語学」「英語コ

ミュニケーション」の科目が数多く学べるカリキュラムになっている。 

服飾造形学科では、服飾に関する文化科目から企画・設計・生産科目、材料・加

工・整理科目、流通・消費科目を幅広く学ぶことができる体系的・実践的カリキュ
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ラムの編成になっている。 

「教職関連科目」は服飾造形学科・家政福祉学科の教職課程履修生を対象に同時

開講で実施されており、家庭科が持つ幅広い領域を実感しながら家庭科教員に必要

な基本知識と技術を身につけるカリキュラムとなっている。「被服学」では衣服の

文化、素材と造形、流通・消費の領域について家庭科教員の指導者観点から学習す

るため、授業で実践可能な簡易な実験のデモンストレーションを取り入れるなど、

可能な限り実物の提示、学生に触れさせる、体験させることで知識の定着を図って

いる。 

家政福祉学科は家政学を体系的に学ぶ学科カリキュラムであることから、専門科

目全てが家庭科教育に繋がっている。１年次から教職専門科目（教科の科目）の学

習が始まり、その授業を基礎・基本として様々な各論の講義、多くの実習や実験、

演習に発展的し、全領域に強い家庭科教員になるためのカリキュラムとなっている。 

ICT 機器については、デジタル教科書や Google for Education の活用方法を学

ぶため、生徒が一人一台のタブレット活用をする授業なども実施し、今日の学校に

近い環境で学べるようにしている。  

こども発達学科では、保育・幼児教育の基幹科目、基礎技能、「指導法の科目」、

子どもと関わる上で必要な科目、幅広い知識の科目を適切に設けている。「保育・

教職実践演習」においては、履修カルテや実習カルテを活かして自分達が今までど

の様な学びを行ってきたかを可視化し、学びの集大成として幼稚園教諭としての実

際をイメージして学んでいる。  

実習指導では、専任教員数：各学年の学生数が 11：70 という少人数制の利点を

活かし、きめ細かな行き届いた指導ができている。 

健康栄養学科では、教職課程 CP（栄養教諭）に基づき、系統的に学習できるカ

リキュラム編成になっている。特に、４年次の「栄養教育実習」は、１週間の学校

現場での教育実習が必須であるが、教育効果を考慮し、健康栄養学科の専門科目で

ある臨地実習（「臨地実習Ⅱ」および「臨地実習Ⅲ」）とともに教育現場における３
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週間の実習として実施していることが特徴である。また、栄養教諭が学校教育法第

２条に示された教員に含まれるとともに、今日的な教職の専門的事項を身につける

必要性に鑑み、本学では法令で定められた最低修得単位数より、実際の教職科目の

合計単位数をあえて高く設定している。  

人文科学研究科では、豊富な科目を設置し、魅力的かつ充実した内容となってい

る。また、講義科目と演習科目を同程度履修することで、大学院生は、学んだこと

を活かしつつ、自ら調査・考察して発信する力を養うことができる。その学びの積

み重ねが、教材研究から授業へ展開していくプロセスの基盤となる。  

総合生活研究科では、独自に設定する科目「生活文化教育研究特論Ⅰ」・「生活文

化教育研究特論Ⅱ」を核として、大学院生として選択科目の範囲が広いことを特徴

としている。今後、家庭科教育研究所も 2022 年度に設立されたため、研究所会員

となる現役の家庭科教員との共同学習プログラムの実現も大きな特徴となるであ

ろう。 

〔取り組み上の課題〕 

日本文学文化学科では教職課程の履修者は近年増加しているが、それに伴い、履

修状況や学業不振など問題のある学生も少なからず出てきた。これについては教職

教育支援センターと連携して当該学生の情報交換とともに、教科教育法の担当教員

や担任との面談を行うなど、学科の教員間においても連携を図りながら、学生の修

学を個別支援する必要がある。（資料２－１－２：2021(令和 3)年度学生数データ、

資料２－１－４：【年報８号】年間活動＆委員会報告） 

 英語コミュニケーション学科では新学部として国際学部を立上げ、あわせて英語

コミュニケーション学科も新学科として開設したため、完成年度となる 2023 年度

までは社会情勢の変化に臨機応変に対応することが難しい状況にある。また、２０

２１（令和３）年度に閉学科となる国際学科英語コミュニケーション専攻のカリキ

ュラムにあった「英語教員養成 a（中高）」、「英語教員養成 b（小学校英語）」など

の科目の再評価を含め、カリキュラム改訂の準備を進めたい。  
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 服飾造形学科では、近年教職課程を履修する学生の基礎知識や技術量に差があり、

授業の展開に工夫を要している。学業不振などの問題のある学生もおり、教職教育

支援センターと学科教員と情報共有して連携を図り、学生の修学支援を行う必要が

ある。中学校・高等学校の家庭科教育を主眼においた基礎的な指導に加えて、どの

ような授業展開に応用力や考察力を育成するカリキュラムの検討も必要である。  

 家政福祉学科では、教職専門科目（教科の科目）における家庭科教育の視点につ

いて、定期的に教員同士で FD や SD を実施し、共通認識をもった上で、それぞれ

が専門科目の指導していくことを心掛けている。今後、他の領域の教員と協力し授

業を展開できるような教員や また、家庭科の授業は領域を横断した授業をするこ

とも少なくないため、他の領域の教員と協力し、学習ツールとして ICT 機器を使

った授業が実施できるような教員の養成に当たる必要がある。  

 こども発達学科では、ほぼ全ての学生が幼稚園教諭一種免許状と保育士資格を習

得しているが、近年履修状況や学業不振など問題のある学生もわずかではあるが出

てきた。これについては学科の全教員が教職課程に係る科目を担当している強みを

活かし、より教員間の連携を図りながら、学生が教職課程を完遂できるよう支援す

る必要がある。また、実習担当教員や担任教員との面談等の機会を通じて、個別の

学生の意向に寄り添った対応により注力する必要がある。  

 健康栄養学科では、４年次の５～９月頃に教育実習を実施するため、民間企業等

の内定者の中には、実習に向かう気持ちが不安定である学生もいる事が課題である。

栄養教諭としての新卒採用が非常に難しい現状を踏まえ、面談回数を増やすなど、

よりきめ細やかな学生支援が必要であると考えている。  

人文科学研究科のカリキュラムには、教職課程に該当する科目とそうでない科目

があることで、どの科目のどういう点が教職課程科目としてふさわしいのかという

ことが、曖昧になりつつある。大学院生からすれば、どの科目を履修しても専修免

許につながることが、平等性という点からも望ましく見直しを始めているところで

ある。 
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総合生活研究科として、専修免許状取得のための教職課程カリキュラムは、すで

に述べたように、領域としては現状で充分であると考えている。大学院生には、履

修計画のために、モデルカリキュラムを提示し、各自の専門領域に応じたカリキュ

ラム決定に生かせるようにしているが、大学院生の希望も多様であり、モデルカリ

キュラムの在り方の検証によって、現行カリキュラムの適正を検討していきたい。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－１－１：本学の教員養成について  

・資料１－１－３：教員養成のためのポリシー  

・資料１－１－５：中学校教諭・高等学校教諭養成課程の全体像  

・資料１－２－４：2021 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表  

・資料１－２－５：組織図 220401 

・資料２－１－２：2021(令和 3)年度学生数データ  

・資料２－１－４ :【年報 8 号】年間活動＆委員会報告  

・資料３－１－１：国語科教育法Ⅰ｜和洋女子大学シラバス   

・資料３－１－２：国語科教育法Ⅱ｜和洋女子大学シラバス  

・資料３－１－３：和洋女子大学｜和洋女子大学での学び方  

・資料３－１－４：教職課程のカリキュラム  

・資料３－１－５：家庭科教育論Ⅰ｜和洋女子大学シラバス  

・資料３－１－６：家庭科教育法Ⅱ｜和洋女子大学シラバス  

 

基準項目  ３－２ 実践的指導力育成と地域との連携  

〔現状説明〕 

各教科の指導法における模擬授業の実施、教職担当教員及び教職サポート室相談員

による個別面談等により、教員免許状の特性や学生一人一人のニーズに応じた実践

的指導力を育成するための支援を行っている。その他の活動として、  

①大学独自科目「教職セミナー」を新設し、教職課程全履修者を対象に、２年次に

小学校教育の現状と実際の指導場面を学ぶフィールドワークを設定している。（資
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料２－２－１１：令和３年度教職セミナーの栞） 

②教職課程を履修希望する学生（１年次生）に対して、免許取得と実践力を培うた

めの見通しを持たせる「教員のキャリア形成に関するガイダンス」を開講している。 

③様々な体験活動（介護等体験・「ちば！教職たまごプロジェクト」・わよらカフェ

「教員への道カフェ」等）を実施し、その省察による往還の機会を提供している。

（資料３－２－１：2022 年度教職課程日程表） 

④「教職セミナー」「介護等体験」「教育実習」等を中心として、教育委員会や近隣

諸学校との組織的な連携協力体制を構築している。  

〔長所・特色〕 

①１年次より、教職担当教員や教職経験者の相談員による教職の概説やガイダンス、

個別面談を実施し、実践的指導力向上のための手立てを講じている。  

②４年次生から３年次生への実習体験を中心とした学生間の学びを促進すること

により、実践的指導力や資格取得に向けた意欲の向上が図れるよう工夫している。 

③年々教職に就く学生が増えたことから、卒業した若手現職教員を招聘して、実践

的指導を学ぶ機会を提供している。  

〔取り組み上の課題〕 

①体験的な活動を中心とする科目が、コロナ感染症の状況から不完全な形態となっ

ていることから、より効果的な授業の構築を図っていきたい。  

②小中学校におけるＧＩＧＡスクール構想によるＩＣＴ教育の進展、高校の「情報

科」の充実に対応するため、環境整備と共に、新科目「教育におけるＩＣＴ活用」

など学習内容の充実に努めたい。  

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－２－１１：令和 3 年度教職セミナーの栞   

・資料３－２－１：2022 年度教職課程日程表   

 ···········································································································  
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Ⅲ．総合評価  

まず、学科・研究科ごとの取り組みに対する評価を記す。 

日本文学文化学科の教職課程の取り組みは、各領域の十分な知識と実践能力、実

技能力を有する教員の育成を目標としている。本学の教員養成の理念を継承しつ

つ、社会的役割と責任を十分に自覚し、千葉県を中心とした教育界に貢献できる有

為な教員の育成に取り組んでいる。 

 英語コミュニケーション学科では、2021 年度、教職課程の履修者は各学年 10

名を越し、教員採用試験に合格する学生も輩出できるようになってきている。た

だし、今以上の成果を求めるのであれば、小学校英語科に対応する科目の新設に

伴うカリキュラムを見直し、英語科教員養成のためのスタッフの増員が必要であ

る。 

 服飾造形学科では、衣服に関する領域を専門としながらも、文化、素材と造

形、加工・整理、企画・設計・生産、流通・消費の領域から総合的な衣生活の基

本の学びを通して生活に対する課題に取り組み、多様な状況に対応できる生活の

提案ができる人材を育成することを目指している。「教職関連科目」や「教職の

指導法に関する科目」を家政福祉学科の教職課程履修学生と一緒に学習すること

ができ、学生にとって多角度から様々な問題に取り組むことができる学びである

といえる。それゆえに、専門的な科目においては学生の学習理解度が異なること

で授業運営が難しい側面もあるが、教員間の情報共有を密にすることでより学科

の特徴を活かしていきたい。  

 家政福祉学科では、服飾造形学科と協力し合うことで、本学部専任教員だけ

で、家庭科領域全域の担当ができ、教職課程科目を各領域の教員が教職課程履修

学生のクラスで、授業を展開していることは高い評価に値すると考える。  

 また、今日の学校に近い家庭科の授業方法が学べるよう、デジタル教科書や

ICT 機器等の環境を整えていることも評価されるべきであろう。 

 一方で、教職課程科目を担当する教員同士での定期的な FD や SD の実施が今
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後の課題としてあげられよう。 

 こども発達学科の教職課程では、教育課程、学生の学びの振り返り、教員及び

教職員組織、施設・設備等において、適切に確保されているといえる。  

一方、多様な学生が入学してくるようになった昨今、学生一人一人に応じた支援

や教員間の連携などについてより組織的な取り組みを強化し、希望するすべての

学生が教職課程を完遂できるよう効果的な教育に一層努めていく。  

健康栄養学科では 2005 年の栄一種の課程を開始してから 17 年目を向かえ、

食育の観点からも栄養教諭の必要性が重要視されている一方、新卒採用が非常に

困難な状況が続いている。今後も教職教育支援センターと学科で連携を図り、本

学から「輝ける栄養教諭」の育成を強固なものにしていくため、学生に寄り添っ

たサポート体制の充実を図ることが求められよう。 

人文科学研究科は、入学定員数が少ない中で、一種免許状を基礎にして大学院で所定

の単位を修得し、修了することで専修免許状を取得する大学院生がいる。履修者人数が少

ないことは手厚いサポートができるメリットもある。現在の教員採用試験において必要と

される免許状は一種免許状がほとんどであるが、一方で高等学校を中心に指導教科に関す

る専門的な知識や力量が求められる傾向が高まりつつあるため、出口補償の点からも組織

的な仕組みの構築を目指す。 

 総合生活研究科は、近年教員採用実績はないが、総合生活研究科は生活を研究基盤とし

た家政学を土台にし、「生活科学」と家庭科の専修免許取得に向けたより実践的な「家庭科

教育」における高度な専門知識の習得を目的としている。教育課程及びその内容、方法の

適切性について、「大学院ＦＤ」等で随時問題点等を確認し、改善を図っている。2022 年

度設立の家庭科教育研究所のプログラムと本研究科カリキュラムの連携充実等組織体制が

今後の課題となる。  

次に、教職教育支援センターが学科と協働して行う全体的な取り組みについて

評価し、今後の課題について記す。全体として、本学では学内及び学外の教育資

源を活用して、有効な教職課程が整備されている。教職教育支援センターでは、
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教員免許状取得可能な学科との密な連携をとり、教職を目指す学生に寄り添った

支援等を行う全学的な体制づくりも充実してきている。その結果、教員免許状取

得者及び教職課程履修者に占める採用試験合格者が年々増加してきている。  

今後、教職課程における養成・採用・研修のフェーズごとの項目に基づいた自

己点検評価を実施し、教職課程の質保証をより充実させていく必要性がある。 

養成においては、①ICT 教育の充実及び環境整備（授業や学級活動はじめとす

る特別活動での活用技術、学校経営・学級経営における業務での活用スキルの向

上）、②学生の学びの可視化（履修カルテや manaba course の有効活用、GPA 値

低迷学生等への個別面談の実施）が課題となる。採用においては、3 年次より教

員採用試験の受験が可能となるため、教員採用試験対策講座の時期や内容等の見

直しをしていきたい。また、養成との関連において教育実習を始めとするカリキ

ュラムの見直しが課題となろう。研修においては、教員免許状更新講習に代わる

現職教員の研修について大学として実施できる研修プログラムの開発及び実施を

検討していくことが課題となる。今後、本学教職課程の自己点検・評価において

以上の課題を点検項目として実施していく必要がある。  

現在、教員養成をめぐる課題は山積であり、制度改革に伴う法改正も進んでい

る。本学も教職課程を有する大学として、これらの課題に取り組み、教職課程自

己点検評価を実施しながら、質の高い教員の養成を行い、社会へ送り出すと共

に、学び続ける教員たちへの支援を重要な社会的使命と考えている。  
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Ⅳ 「教職課程自己点検評価報告書」作成プロセス 

■教職教育支援センター教員会議（22-2） 

日時：令和４年５月１２日（木）１０：００～ 

会場：東館１６階 会議室３ 

 

４．確認、検討事項（教員） 

（２）教職課程自己点検について・・・配付資料３、配付資料４ 

教職課程自己点検評価報告書「記入フォーム２」で令和３年度教職課程

の自己点検を作成する。（２０２３年３月末までに）作成後、本学の

HP で公表する。 

２０２３年４月末までに全私教協に提出し、外部評価を受ける。 

作業用の共有フォルダ「教職課程自己点検評価」を学術情報センターに

申請中。 

また作業用のサイボウズスレッドも立ち上げる。 

スケジュール表は、次回の教職教育支援センター委員会で提示する。 

 

■令和４年度第２回大学評議会 教職教育支援センター報告 

日時：令和４年５月１７日（火）１３：００～ 

 

（１３）教職課程自己点検評価について 

    ２０２２年度教職課程自己点検評価を実施する。（教育職員免

許法施行規則の改正により、教職課程の自己点検評価を実施し、公表す

ることが義務となった。） 

    全学的な組織である教職教育支援センターが中心となって、当

該事業を進める。 

    日程は、以下のとおり。 
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●５月１７日（火）教職教育支援センター委員会にて開始 

●６月教職教育支援センター委員会までに担当事務局にて根拠資料を収

集 

●６月９日（火）教職教育支援センター委員会にて先生方に執筆依頼 

～８月末日締切 

●９月１日（木）担当事務局と教職課程の先生方（菱田先生・田口先

生・柴内先生で校正作業開始 

～１２月２８日（水） 

●１月１０日（火）担当事務局にて冊子作製作業を開始 

～２月２４日（金）まで 

●２月１４日（火）教職教育支援センター委員会にて進捗状況最終確認 

●２月２８日（火）大学・大学院評議会（部門会議）報告 

●３月１日（水）ＨＰ掲載 

●３月７日（火）教授会報告 

●３月末までに、自己点検評価報告書の完成・公表に基づき、年次計画

や事業計画を策定 

●４月末までに、作成した自己点検評価報告書を全国私立大学教職課程

協会（全私教協）へ提出し、外部評価と完了証を受ける。 

 

■教職教育支援センター委員会（22-2） 

日時：令和４年５月１７日（火）１６：３０～ 

会場：東館１０階演習室１ 

 

協議事項 

（１）自己点検評価について・・・配付資料２ 
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２０２２年度教職課程自己点検評価を実施する。（教育職員免許法施行

規則の改正により、教職課程の自己点検評価を実施し、公表することが

義務となった。） 

全学的な組織である教職教育支援センターが中心となって、当該事業を

進める。 

作業のスケジュールを資料のとおり進めていきたい。 

 

■（’22－02）全学教育センター学科会議 

日程：2022（令和４）年５月２４日（火）１４：４０～１６：０５ 

開催方法：東 4-3、ハイフレックス形式 

 

＜報告＞敬称略 

２．教職教育支援センター（菱田） 

（１）教職教育支援センター会議 

  ５月１７日（木）に対面で会議を行った。教職課程の自己点検など

について確認した。 

 

■（’22－03）全学教育センター教授会 

日時：2022（令和４）年６月７日（火）１５：００～１５：１８ 

開催方法：東 4-3 

 

【報告事項】 

（３）理事会報告 

⑤教職課程自己点検評価が、今年度実施される。関係教員に執筆を依頼

しているのでご協力をお願いする。 
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■教職教育支援センター教員会議（２２－３） 

日時：令和４年６月９日（木）１０：００～ 

会場：東館１６階 会議室４ 

 

４．確認、検討事項（教員） 

（３）教職課程自己点検評価について 

６月１４日（火）の教職教育支援センター委員会で作業分担と根拠資料

を提示して、教職課程自己点検評価の執筆依頼をする。 

 

■令和４年度 ６月大学評議会 教職教育支援センター報告 

日時：令和４年６月１４日（火）１３：００～ 

 

１．報告事項 

（３）教職課程自己点検評価について 

６月１４日（火）の教職教育支援センター委員会で作業分担と根拠資料

を提示して、教職課程自己点検評価の執筆依頼をする。 

関係教職員で「【2022（令和４）年度「教職課程自己点検評価】教職課

程質保証に向けて」のスレッドを立ち上げた。 

 

■教職教育支援センター委員会（２２－３） 

日 時：令和４年６月１４日（火）１６時３０分～１７時１７分 

場 所：東館１０階 演習室１ 

 

４．協議事項 

（１）教職課程自己点検評価について（教職教育支援センター長、教育

支援課）・・・配付資料１）教職課程 自己点検評価報告書 記入フォー
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ム２（関係者外秘：５年保管）、配付資料２）令和４年度教職課程自己

点検評価根拠資料一覧（２０２２年６月１４日現在）（関係者外秘：５

年保管） 

・２０２２年度教職課程自己点検評価を実施するにあたり、執筆分担と

根拠資料一覧を作成したので、ご確認いただきたい。執筆の詳細につい

て説明がなされた。 

・令和３年度の教職課程について自己点検評価を実施するので、日本文

学文化学科は国語科・書道科・美術科のそれぞれの内容を入れて執筆を

お願いしたい。服飾造形学科と家政福祉学科は教科が同一だが、学科ご

とに執筆いただきたい。基準領域の内容は、作成の手引きでご確認をい

ただきたい。文末は「～である」調にしていただきたい。根拠資料で必

要な資料があれば作成をするので、教職サポート室まで連絡いただきた

い。執筆は８月３１日（水）までにお願いしたい。学科の先生方の執筆

後、教職教育支援センター所属教員で校正を行い、学長には最後に執筆

依頼をする予定。 

・連絡用のサイボウズスレッドとは別に執筆用のサイボウズスレッドを

立ち上げる。学科ごと執筆いただくことから学科長も宛先に追加するの

で、委員からの相談に対応いただきたい。 

 

■（’22－04）全学教育センター学科会議要録 

＜報告＞ 

２．教職教育支援センター（菱田） 

（１）教職教育支援センター会議 

 ・教職課程自己点検評価の執筆分担を確認し、執筆依頼をした。提出

期限は８月３１日（水）まで。 
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■教職教育支援センター教員会議（２２－４） 

日時：令和４年７月７日（木）１０：００～１１：５５ 

会場：東館１６階 会議室３ 

 

４．確認、検討事項（教員） 

（３）教職課程自己点検評価について 

６月１４日（火）の教職教育支援センター委員会で作業分担と根拠資料

を提示して、教職課程自己点検評価の執筆依頼をする。 

  →6/14 の教職教育支援センター委員会に欠席された 6/21 に吉山先

生、6/28 に田島先生に資料を渡して個別に説明をした。 

   教職サポート室より、報告。7/1（金）千葉・茨城私教協のオン

ライン研究会に出席。情報交換会にも出席し、意見交換をした。他大学

の様子は、下準備をしている段階や何もとりかかっていないなどの報告

があった。本学は一番準備が進んでいる印象があった。方向性の内容

は、本学と同様に教職教育支援センター委員会のような組織を中心に学

部・学科の先生に執筆いただき、センターで取りまとめて学長に報告

し、報告書（記入フォーム２）を作成することで進めている大学が多か

った。 

 

■教職教育支援センター教員会議（２２－５） 

日時：令和４年９月５日（月）１３：０７～１４：４１ 

会場：北館２階学生課多目的室 

４．確認、検討事項（教員） 

（２）教職課程自己点検評価報告書について 

９月２日時点の提出状況は以下の通りです。 

【提出済み】 
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国語・書道・美術・家庭（服飾）・家庭（家政福祉）・幼稚園・栄養・大

学院（人文科学研究科）・（総合生活研究科）・実践的指導力育成と地域

との連携（柴内先生）・教職へのキャリア支援（田口先生） 

今後、取りまとめの作業に入る。文章を減らすなどの均す作業がある。 

 

■令和４年度  ９月大学評議会 教職教育支援センター報告 

日程：２０２２（令和４）年９月２０日（火）１３：００～ 

 

１．報告事項 

（５） 教職課程自己点検評価について 

    各学科、各研究科より原稿を受け取った。原稿は、教育支援課

と教職教育支援センター教員でとりまとめをする。 

ご協力いただいた先生方に感謝いたします。 

引き続き、よろしくお願いいたします。 

 

■（’22－07）全学教育センター学科会議要録 

日程：２０２２（令和４）年９月１３日（火）１３：００～１３：５３ 

開催方法：東４－３、ハイフレックス形式 

 

＜報告＞ 

２．教職教育支援センター（菱田） 

（１）教職教育支援センター会議 

  教職課程自己点検報告書の原稿を各学科、教職課程より集約中。 

 

■令和４年度  １０月大学評議会 教職教育支援センター報告 

日程：２０２２（令和４）年１０月１１日（火）１３：００～ 
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１．報告事項 

（２）教職課程自己点検評価について 

依頼していた原稿が出揃いました。ご協力ありがとうございます。 

現在、教育支援課と教職教育支援センター教員にて内容を精査してい

る。 

年内の完成を目指して取り組むので、引き続きご協力をお願いしたい。  
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Ⅴ 現況基礎データ一覧              令和４年５月１日現在 

 

法人名 学校法人 和洋学園 

 

大学・学部名 和洋女子大学 人文学部、国際学部、家政学部、看護学部 

 

学科・コース名（必要な場合） 

 

1 卒業者数、教員免許状取得者数、教員就職者数等                 

①  昨年度卒業者数 
723 

②  ①のうち、就職者数 

（企業、公務員等を含む） 

663 

③  ①のうち、教員免許状取得者の実数 

（複数免許状取得者も 1 と数える） 

128 

④  ②のうち、教職に就いた者の数 

（正規採用＋臨時的任用の合計数） 

32 

④のうち、正規採用者数 
31 

④のうち、臨時的任用者数 
1 

２ 教員組織 
   

 教授 准教授 講師 助教 その他（  ） 

教員数 
27 

（ 特 任 教

授含む）  

24 1（専任）  

28 （ 非 常

勤） 

 

8  
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相談員・支援員など専門職員数  教職教育支援センター相談員３名（非常勤講師兼

務）                            

 

 


